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2012年5月度役員会議事録 

日時：2012年5月8日(火)18:00～ 

場所：サンピアセリーズ 

参加者：原田、秋友、横田、南、岡林 

議題 

１． 第3回コンクリート技術研修会について 

1.1 各講師向け依頼文の検討 

 原田会長作成の資料にて検討を行い、若干の修正を行い了承された。 

1.2 テーマ(副題)について 

 昨年度のテーマは「コンクリートの品質向上ならびに劣化補修事例と南海地震への備え」 

 本年度の式次第(案)においては、新技術、維持管理、ひび割れ抑制等多岐にわたっている。副題は無くて

も良いのではないか等の意見が出され、今後の検討とした。 

1.3 プログラムの確認等 

 日時：平成24年9月7日(金) 

 場所：サンピアセリーズ 

 定員：200名 

 研修費：3,000円 

 講演Ⅰ「東京スカイツリーの建設概要とコンクリート技術」：神代 泰道氏㈱大林組 

 講演Ⅱ「マスコンクリートのひび割れ抑制対策」：田村 隆弘 徳山高専 土木建築学科教授 

 講演Ⅲ「下水道処理場構造物の現状と劣化メカニズム」：曽我 英介 日本理水設計㈱ 

 講演Ⅳ 発注者への依頼 

 講演ⅠおよびⅡについては、了解済みである。Ⅲは今後要請予定。Ⅳについては、発注者側(高知県土木)

の立場で、成績評定基準における留意点等を発表していただくこととし、建設検査課 千頭課長まで出向き

要請することとした。 

1.4 予算について 

 JCIの講師依頼基準等を参考とし、講演ⅠおよびⅡの講師陣には、一人当たり旅費含め￥50,000とした。 

1.5 周知について 

各機関に出向き参加要請を行う。横田氏より、県技査対象の研修会において講師を務めることとなって

いる。その場で参加要請を行っていただく事となった。 

1.6 CPDS認定取得について 

 式次第を完成させ、昨年同様行う事とした。 

 終了証配布に対しての審査基準の変更が予想され、(カーボンコピー)それに伴う受付方法の方策を今後の

検討課題とした。 

２.平成24年度JCD総会出席について 

 原田会長および事務局である公文氏が参加予定である。旅費当の半額を診断士会から支出することとした。 

３． 成24年度総会について 

日時：平成24年6月16日(土) 

場所：高知パシフィックホテル 

14:00～15:00  総会 

15:00～17:00  勉強会 

17:00～     懇親会 

  

勉強会では、診断報告例について発表者を募っていたが、回答が得られなかった。そこで、前回の役員会で

話題となった診断士会の標準的な診断手順を検討することとなった。(担当岡林) 

 

４． 次回役員会 

 5月内に行う事とした。 

2012年5月9日 

文責 広報 岡林 


